


/ 

目 次

1 .沿革

2. 利用 状況…・H ・H ・.....・H ・..………...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・ 4

r 3 図書 館資料… ・ ・ ・ …............................ 8 

4. 行事……....・H ・.....・H ・.....・...…………………………………...・H ・15

5. 経費...・H ・......・H ・...・H ・..…...・H ・-………H ・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..16 

6. 組 織・...・H ・......・H ・-…...・H ・...…....・H ・......・H ・...….....・H ・H ・H ・....17 

7. 施設の概要・...・H ・..……………………...・H ・.....・H ・..…....・H ・..…...・H ・.17 

8. 利用案内………...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・......・H ・..…...・H ・..18 

F帆



沿 革

明治31年 4月 府立京都図書館御苑内創立

館長=宅五郎三郎氏就任

H 6月 業務開始

33年 夜間開館開始

館長原田千之助氏中道貫一氏と異動

36年 4月 館長湯浅吉郎氏就任

/〆 10月 巡回図書館〈貸出文庫)制度開始

38年 4月 児童室開設

39年 6月 館外貸与規則制定告示

応 H 11月 新館起工式

42年 2月 新館綾工

H 3月 京都府立京都図書館規則告示

11 4月 新館開館

大正 5年 5月 湯浅吉郎館長退職

〆ノ 10月 北畠貞顕民館長i乙就任

8年 1月 本館図書分類目録編纂に着手

11年 4月 貸出文庫を増設

14年 3月 児童室閉鎖

昭和 3年 3月 帯出規程告示

λY 4月 個人貸出実施

H 6月 e 和漢図書分類目録分類表 12冊作製

9年 10月 京都府中央図書館に指定

15年 11月 北畠貞顕館長退職内藤乾吉民館長に就任

F鳳
16年 5月 児童室復活開室

22年 7月 内藤乾吉館長退職西村精一民館長iζ就任

H 8月 館外貸出廃止

23年 4月 児童室を現在室に移転

H 9月 読書ルーム開設(河原町丸善京都居地下)

24年 4月 読書相談開始

11 6月 河原町分館開館〈河原町丸善京都居地下)

25年 2月 伏見分館開館(伏見信用金庫2階)

11 3月 巡回図書館(貸出文庫)廃止

H 6月 宮津地方分館開館(宮津町役場内)

11 7月 綾部地方分館(綾部市立図書館内)及び

峰山地方分館(丹後地方教育局内)に開館

11 8月 学生自由閲覧室新設
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昭和25年11月 京都府立図書館設置条例公布(条例第62号)

26年 4月 上京分館開館(北区紫郊会館内)

H 9月 本館大閲覧室屋摂修理着工休館

11 10月 本館蔵書一部知恩院倉庫に別置

H 11月 本館大閲覧室安全開架式を実施

H 12月 本館新体制で開館

z7年 6月 本館読書相談係設置

11 7月 園部地方分館(園都町立図書館内)

北桑田地方分館(京北町下中)及び

木津地方分館(旧役場内)開館

28年 4月 宮津地方分館市立図書館内に移転
《

本館月曜B休館を実施

29年 2月 伏見分館新築工事着工

11 7月 木津地方分館移転(木津小学校内)

伏見分館庁舎唆工移転

11 9月 京都府立図書館「善本目録J作製

3()年 6月 峰山地方分館移転〈丹波公民館内)

11 9月 青年学級文庫実施

31年 5月 上京分館移転(桜谷文庫内)

〆ノ 9月 河原町分館閉館

32年 6月 中京分館(河原町分館改称)開館(烏丸庁舎内)

H 10月 宮津地方分館移転〈労働セツルメント内)

35年 10月 中京分館館外貸出実施

37年 9月 峰山地方分館移転(丹波小学校内)

38年 3月 本館読書相談係学生自習閲覧室貸出文庫閉鎖

ぺ蔵書の一部を資料館へ搬出

11 5月 木津地方分館移転〈町民センター内)

11 7月 綾部地方分館移転〈市民センター内)

H 10月 西村精一館長転出(京都府立総合資料館長へ)

相馬利雄氏館長に就任

H 11月 本館 日曜土鐙午後・夜間を休館

11 12月 児童室土・日曜休室

39年 1月 本館外装改修工事

11 5月 本館夜間土曜午後再開(9時迄)貸出室設置

児童室館外貸出実施土曜日開室

宮津地方分館移転〈宮津市立図書館内〉

伏見分館館外貸出実施
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昭和39年 7月 市内分館日曜日休館を実施

40年 1月 中京分館仮移転(京一商同窓会館)

1/ 7月 児童室に母親文庫設置

1/ 9月 府教育委員会基本規則一部改正

教育庁係等設置規程一部改正Iとより図書館に課制実施

1/ 11月 中京分館移転〈京都府中京庁舎内)

41年 9月 綾部地方分館閉館

1/ 11月 園部地方分館開館

自動車文庫命名式(姥川知事「あゆみ号」と命名)

42年 7月 本館修繕工事

1/ 9月 貸出室移転再開

44年12月 本館夜間閉館時聞を 7時に変更

45年 8月 相馬利雄館長退職荒尾利就氏館長事務取扱就任・転出

47年 4月

48年 4月

1/ 6月

49年 4月

50年 3月

岩崎彰之助氏館長就任

宮津地方分館 宮津市立図書館内に移転

本館貸出室の図書を閲覧室に統合第 2閲覧室開室貸出方式をブラウン方

式に切替

岩崎彰之助館長転出 吉川博明民館長就任

上京分館館外貸出実施

吉川博明館長転出 庄林二三雄民館長就任

庄林二三雄館長退職宮本英男氏館長就任

木津地方分館閉館

身体障害者用 便所・スロープ新設

宮本英男館長退職

1/ 4月 布村忠雄氏館長就任

1/ 5月 本館(閲覧室・中央カウンター・本館新聞雑誌室開設)内装工事

51年 4月

1/ 5月

1/ 7月

52年 3月

54年 3月

// 3月

54年 4月

11 4月

// 7月

11 8月

本館閲覧室を完全開架式に切替

本館閲覧周目録作成に着手

上京分館閉館(51. 5. 8 ) 

児童室改修工事

本館改修工事(外装・屋根葺替・玄関・防災設備)

本館閲覧用目録整備完了

本館書庫の改修工事

国会図書館からの図書貸出制度発足

本館自習室を閉鎖

本館・伏見分館の冷暖房工事完了

北桑田地方分館仮移転(京北農業協同組合弓削支所内)
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11 11月

11 11月

55年 3月

自動車文庫「あゆみ号」の更新

「専門情報機関要覧」刊行(京都府立図書鎗編)

北桑田地方分館閉館 (55. 3. 31付)

2. 利用 状況

(1) 昭和 54年度における本館および市内 2分館の個人貸出による利用状況は次の表のとおり

である。

個人貸出状況

戸トミご 登録者数 貸出者数 貸出冊数

8，626 人 4 5，2 4 3 人 7 8，5 8 5 冊
本 館

〈うち児童 1，861 ) (うち児童 16，774) (うち児童 30，914) 

伏見分館
5，1 49 45，563 7 6，4 8 7 

(うち児童 2，380) 〈うち児童 19，047) (うち児童 32，353) 

中京分館 835 9，951 1 8，908 

計
1 4，6 1 0 1 0 0， 7 5 7 1 7 3，980 

(うち児童 4，241 ) (うち児童 35，821) (うち児童 63，267)

一 日 館 外 貸 出利用状況

王子之ご 開館 B 数 一日平均貸出者数 -8平均貸出冊数

272 日 1 6 7 人 289 冊
本 館

(児童室 2728) 〈うち児童 61 ) (うち児童 1 1 3) I 

伏見分館 285 160 268 

中京分館 279 3 6 68 

5 4年度の本館、 2市内分館の全貸出冊数は、 173，980冊(うち児童書 63，267冊)と

いう状況である。

登録者数においては 14，610人〈うち児童 4，241人)となっている。その登録状況は次表

のとおりである。
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個人貸出登 録 状 況

Z子ミご 一 般 学生・生徒 児 童 合 計

人 人 人 人
本 館 1，86 1 4，904 1，86 1 8，626 

伏見分館 1，393 1，37 6 2，380 5，1 4 9 

中 京 分 館 575 260 835 

合 計 3，829 6，5 40 4，241 1 4，6 1 0 

一般・児童の登録数は、その図書館の地域社会に対する結びつきを示すバロメーターとも

いわれている。当館全体では 55.2%であり、伏見 73.3%、中京分館iま68.9%である。

(2) 地方分館は団体貸出しを申心に奉仕をしているが、個人貸出しについても要望に応え一部

実施している。その状況は次のとおりである。

地方分館個人貸出状況

直子ミご 登録者数 貸 出 者 数 貸出冊数

人 1. 3 1 6 人 2，328 冊1 5 7 
峰山地方分館

(うち児童 73) (うち児童 592) (うち児童 1，139) 

910 4，139 8，480 
宮津地方分館

(うち児童 533) (うち児童 3，720 ) 〈うち児童 6，464 ) 

589 1，1 98 2，4 1 8 
北桑田地方分館

〈うち児童 242) (うち児童 843) 〈うち児童 1.622 ) 

1，656 6，653 1 3，2 26 
計

〈うち児童 848) (うち児童 5，155) (うち児童 9，225 ) 
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地方分館団体貸出状況

， 

ぷP之ご 貸出団体数 貸 出 冊 数

団体 1， 1 6 1 冊
峰山地方分館 9 1 

(うち児童 531 ) 

宮津地方分館 4 2 
(うち児童

1，0 3 1 

469 ) 

1， 1 5 0 
北桑田地方分館 50 

3，342 
計 183 

(うち児童 1， 000) 

席汽

(3) 自動車文庫の利用状況

昭和 54年度における自動車文庫は 1市 12町 26駐車場において実施した。

自動車文庫貸出状況

登録団体 数 貸出者数〈団体) 貸 出 冊 数

団体 団体 冊

3 5 288 
36，880 

(うち児童 16，931) 

自動車文庫「あゆみ号 J巡回地一覧

巡回地区名|駐車場名| 駐 車 場 所 1巡回地区名|駐車場名 l駐車 場 所

‘橋爪|瑞穂町役場 11. _ I郷ノ口|田原農協

瑞穂町 r~J<---…忌|一百五・不豆一夜 11 ー田原町 rE-----剖
J…一一一一一一…………~I 山 城町↓…一一一一↓一一一一…一一一一一--~ へ

質美|賀美農協前 11~-- -I棚倉 l

殿 田! 日 吉 町 役 場 11向 日 市 | 寺 戸 北 | ニ チ イ 北 側 駐 車 場

日 吉町|胡 麻|滝沢モータース前 11大山崎町|下植野|下植野団地集会所

zzliT22111和知町 I-~--i--:+:キ2んじ
丹波町 I-~-~+-~:.五~-~Z~~~I: : : l-t-~--~-l--:-~:~~~-~~rZ
八木町暗号|詩作;--~--~I 加茂町|22124ふき

z千束|細見農協"

ー 和町|上川合|上川合農協

菟原|莞原農協
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(4) 貸出文庫の利用状況

昭和54年度における貸出文庫は5市 1町の家庭文庫・地域文庫の30団体において実施した。

利用状況は次のとおりでゐる。

登録団珂
出団体fEl貸出 冊数 1

l
叫」4，1 3 3 

登録団体一覧

F開民

市町名 団体数 登 録 団 体 名

向 日 市 2 イトーピア子供文庫・上植野東子供文庫

長岡尽市 2 西ノ尽文庫・滝ノ町子供文庫

大山崎町 2 竹の子文庫・おぐら文庫

字 治 市 2 西小倉地域文庫の会・木幡リス文庫

城 陽 市 4 なかよし文庫・鴻巣台文庫・東広因子供文庫・堀口 ζ ども文庫

松ぽっくり文庫・上品野子ども文庫・岩倉三宅町子ども会

修学院子供文庫・一乗寺子ども文庫・新道児童文庫

京 都 市 1 8 
西野山文庫・西伊達町子ども文庫・さわらび文庫

フ 7 ミールなかよし・右京ノ塁文庫・新田町文庫

かどの児童文庫・西陣絵本をよむ会・山の内子供文庫

おにのこ文庫・つくし文庫・樫原子ども文庫

計(5市1町) 3 0 

(5) へき地等巡回文庫の利用状況

昭和 54年度は、 5町 1村に 10配本所を設け巡回文庫サービスを実施した。

(帆 利用状況は次のとおりである。

町 村 名 配 本 所 数 のべ貸出冊数
』

弁 手 町 2 2，600 冊|

和 束 町 2 11 

笠 置 町 2 〆〆

南 山 域 村 2 11 

i¥ 木 町 1 6 50 

一 和 町 1 1，0 0 0 

計 1 0 1 2，0 50 
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(6) 読書相談状況

読書相談は年々利用者が増加し質問内容も巾広く、従って総合資料館や類縁機関との相互協

力がますます必要である。

昭和 54年度における読書相談件数は次のとおりである。

JFごと 口 頭 電 話 文 書 計

読書相談件数 490件 594件 6 4 件 1，148件|

1 日 平均 1.8 2.2 0.2 4.2 

制書架案内等は件数i乙含まれていない。

3.図書館資料

阻和 54年度末における図書館資料は次のとおりである。

(1) 図書

。蔵書冊数

hq 昭和54.4. 内容 昭和田.3.
1現在 受入冊数 払出冊数 31現在 備 考

蔵書数 購入寄贈その他 蔵書数

閲覧整理課 65，43:iffi 5，70' 4，330 1，223 149 冊 7l，13.!ffi 
本

舘外奉仕諜
6，506 

(巡回文庫)
ー ー 6，506 

自動車文庫 20，735 2，653 2，556 97 23，388 
館

貸 出 文 庫 6，531 2，628 2，628 ー ー 9，159 地域文庫
へき地巡回文庫

伏見分館 14，275 2ρ73 1，091 982 16，348 

申京分館 8，104 1，142 804 334 4 ー 9，246 

峰山地方分館 6，874 542 542 7，416 

宮津地方分館 5，551 541 541 ー 6，092 

北桑田地方分館 7，873 1，085 1，085 ー 5，440 3，518 

計 141，881 16，366 13，577 2，636 153 5，4却 152~07 
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分 類 J31j 

館 名 5 4 年

本 館

伏見分館 百

分類 閲覧整理課 百分比 館〈巡外回奉文仕庫諜) 百分比 自動車文庫 百分比 貸出文庫 百分比

O 総 言己 2，845 
冊

4♂ 145 冊 2./0 370 
冊

1♂ 35冊 O 43Z 751冊

撫同

1 哲学・宗教 2，812 3.9 226 3.4 568 2.4 45 0.5 480 

2 歴史・地誌 5，770 8.1 593 9.1 1，311 5.6 69 0.8 1，090 

3 社会科学 10，051 14.1 924 14.2 2，2 0 5 9.4 195 2.1 1，470 

4 自然科学 4，194 5.9 388 5.9 753 3.2 90 0.9 792 

5 工 業 3，042 4.3 379 5.8 1，225 5.2 216 2.4 410 

6 産 業 1，511 2.1 154 2.4 512 2.2 54 0.6 128 

7 τz世z 術 3，684 5.2 477 7.3 1，190 5.1 92 1.0 481 

8 語 学 1，253 1.8 50 0.8 164 0.7 20 0.2 254 

線開帆

ノ 文 学 14，675 20.6 2，621 40.3 8，192 35.0 708 7.7 6，455 3 

計 49，837 70.; 5，957 91F 16，490 7of 1，524 16.6 劣 12，311 7 

児 J呈e昆! 書 10，654 15 549 8.6 6，898 29.6 2，992 32.6 4，037 
， 
4 

そ の 他 10，643 15 ー 4，643 50.8 

ft 計 71，134 100うZ 6，506 100うE 23，388 100% 9，159 100% 16，348 1 
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冊数

( 55.3. 31 現在)

度

備 考

分比 中京分館 百分比 分峰山地方館 百分比
宮津地方

百分比
北桑田地方

百分比
分館 分館

.g. 計 百分比

4♂ 515冊 5♂ 159冊 2..fo 1 17冊 1.1 178冊 5.f'o 5，115冊 3.1 

2.9 400 4.4 204 2.8 92 1.5 124 3.5 4，951 3.2 

6.7 805 8.7 539 7.3 349 5.7 320 9.1 10，846 7.1 

9.0 1，322 14.3 787 10.6 491 8.1 428 12.0 17，873 11. 7 

4.8 315 3.4 267 3.6 175 2.9 153 4.4 7，127 4.6 

2.5 285 3.1 224 3.0 216 3.5 170 4.8 6，167 

0.8 166 1.8 189 2.5 155 2.5 175 5.0 3，044 

2.9 680 7.3 366 4.9 241 4.0 248 7.1 7，459 4.9 

1.6 95 1.0 66 0.9 27 0.5 52 1.5 1，981 1.3 

9.5 4，663 50.4 3，205 43.2 2，186 35.9 1，608 45.7 44，313 29.0 

J 9，246 100完 6，006 81.σ /0 4，049 66♂ 3，456 982 108，876 71.1' 〆0

4.7 1.410 19.0 2，043 33.5 62 1.8 28，645 18.8 

15，286 10.1 

)0 % 9，246 100実 7，416 100% 6，092 100't 3，518 100 兎 152，807 100% 



(2) 逐次刊行 物

よz-iil新 聞
雑 誌 計 備 考

(官報)

本 館 1 4 1 06 120 

伏見分館 6 3 2 3 8 

中京分館 6 29 35 

一一
逐次刊行物一覧

F帆 所 在
誌 名 出 版 社 備 考

本館 伏見 中 京

ア アサヒカメラ 朝 日 新聞 社 O O 

アサヒグラフ H O O 
. 

アサヒグラフ別冊 H O 

朝 aジャーナ }v H O O O 

新しい住いの設計 サ :..- ケ イ O 

ウ 海 中央公論 社 O O 

エ 栄養 と料理 女子栄養大 O 

エ コノ ミスト 毎 日新聞 社 O 

S F マガジン 早 JII 書 房 O O 

オ 親 子 読 書 岩 崎 書 庖 O 

オ ー }V 読物 文 τz鍾zr 春 秋 O O O 

コ日包2 楽 の 友 音楽 之 友社 O O O 

向、 カ 会 社四季報 東 洋経 済新 報社 O 

科 学 朝 日 朝 日 新聞 社 O O 

かがくのとも 福 音 館 O O 

学 校図書館 全国学校図書館協議会 O 

カ メ ラ毎 B 毎 B 新 聞 社 O 

からだの科学 日本評論 社 O 

キ 季刊社会保障研究 東京大学出版 会 O 

季F日中~~論程蛍陪題 中央 公 論社 O 

キ ネ .マ 旬報 キネマ旬報社 O O 

教 育 厚 徳 社 O 

教 育 の 森 毎 日 新聞社 O 

京 都 白 JII 書 院 O O O 
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所 在
誌 名 出 版 社 備

本館 伏見 中京

キ 奇 想 天 外 奇想天外社 O 

ク 暮 しの 設 計 中央公論社 O O 

暮 し の手帖 暮しの手帖社 O O O 

群 像 講 談 社 O O 

ケ 経 済 評 論 日 本評 論社 O 

tztz t 術 新 潮 新 潮 社 O O O 

蛍 雪 時 代 庇 文 社 O 

月刊京 都 美 乃 美 社 O O 

月刊社会教育 国 土 社 O 縛ヘ
月刊 福 祉 全国社会福祉協議会 O 

月刊歴史公論 雄 山 関 O 

月刊労働問題 B 本 評 論社 O 

竺E三三2子 語 生 活 筑 摩 書 房 O 

コ 公 害 研 究 岩 波 書 庖 O 

国文学解釈と鑑賞 至 文 堂 O 

乙どもとしょカ〉ん 東京子ども図書館 O 

子供の科学 誠文堂新光社 O O 

乙どものしあわせ 草 土 文 化 O 

乙どものとも 福 2目"" 館 O O 

サ サンデー毎日 毎 日 新聞社 O O 

時 刻 表 日本交通公社 O O O 

ユノ 時事英 語研究 研 究 社 O 

自 然 中央公論社 O へ
思 想 岩 波 書 屈 O 

思想の科学 思想の科学社 O 

児 童 心 理 金 子 書 房 O 

社会福祉研究 弘 済 メ~玄 O 

週 干日 朝 臼 朝 B 新聞社 O O O 

週刊女性自身 光 文 社 O 

週 干U 新 潮 新 潮 社 O 

週刊 ダイヤモンド ダイヤモンド 社 O 

週 刊 文 春 文 ヨ三金玄 春 秋 O 

週刊 ペースボール ベースボールマガジン O 

住 宅 画 報 住宅新報社 O 
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所 在
誌 名 出 版 社 備 考

本館 伏見 中京

:ノ 住 民 と 自治 自治体問題研究所 O 

受 験 新 報 法 学 書 院 O 

主 婦 の 友 主婦の友社 O O O 

趣味の 園芸 日本放送出版協会 O O 

Z、ノ. 

"" 
ス ト 有 斐 関 O 

ら犠第1声努捌 11 O 

ジュ収ト新日総合特集 11 O 

らリるi諜L，顔学 11 O 

F帆 小学一年生 学 館 O 

H 二 年生 H O 

11 三年生 11 O 

11 四年生 11 O 

H 五 年 生 H O 

11 六年生 11 O 

説 新 潮 新 潮 社 O O O 

高 居 界 誠文堂新光 社 O 

新 潮 新 潮 社 O 

シリー ズ太陽 平 凡 社 O 

ス スイングジャーナル スイングジャーナル社 O 

セ 世 界 岩 波 書 庖 O O O 

ソ 装 苑 文化出版局 O 

壮 快 マイヘルス社 O 

丹 タ 太 陽 平 凡 社 O O O 

太陽コレクション 11 O 

旅 日本交通公 社 O O O 

チ 中 失 公 論 中央 公論 社 O O 

ア ア ア ト ロ ア ア ト ロ 社 O 

展 望 筑 摩 書 房 O 

天文 ガイ ド 誠文堂新光 社 O 

ト 東 洋 経 済 東洋経済新報社 O 

都 市 間 題 東京市政調査会 O 

図 書 館 界 日本図書館研究会 O 

図書館雑誌 日本図書館協会 O 

ドレスメイキング 鎌 倉 書 房 O 

-12-



所 在 考!誌 名 出 版 社 備
本 館 伏 見 中京

一 日本児童文学 盛 光 社 O 

，、 母 の 友 福 =日= 館 O 

ヒ 美 術 手 中占 美 術 出 版社 O 

フ 婦人倶楽部 議 談 社 O 

婦 人 公 論 中央公論社 O 。 O 

部 君事 部落問題研究所 O 

部 落 解 放 解放出版社 O 

文 学 岩 波 書 庖 O 

文 学 界 文芸春秋社 O 内 1
文 Z重宝ミ 河 出 書 房 O 

文 zま士z 春 秋 文芸春秋社 O O O 

文芸春秋デラ yクス 11 O 

J¥ 別冊ジュリスト 有 斐 関 O 

別筒小説新朝 新 潮 社 O 

}JU 冊 太 陽 平 凡 社 O O 

別冊 文芸春秋 文芸春秋社 O 

別冊山と渓谷 山 と 渓谷社 O 

ホ 法 律 時 報 日本評論社 O 

法律のひろば ぎ よ つ せい O 

.マ 毎 日 グラ フ 毎 日新聞社 O 

毎 日 フ イ フ 11 O 

え E セ ス 文化 出 版局 O 

ム 無線 と実験 誠文堂新光社 O へモ モータ ー フ 7 ン 一 栄 書 房 O 

ヤ 山 と 渓 谷 山 と渓谷社 O 

フ 洛 味 洛 味 社 O 

ボ ン 集 英 社 O 

)!- る る ~ 日本交通公社 O 

レ 歴 史 lV乞z 本 人物往来社 O 

計 106 32 29 
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所 在
紙 名 備 考

本館 伏見 中京

現 日 新 聞 O O O 

京 都 新 開 O O O 

サンケイ新聞 O 

日刊工 業新聞 O 

日本経 済新聞 O O O 

スポーツニッポン O 

デイリースポーツ O 

報 知 新 聞 O 

~ 毎 日 新 聞 O O O 

タ 干U 京 都 O 

読 7雪量E2 新 聞 O O O 

朝 B小学 生 新 聞 O 

朝日写真ニュース O 

官 報 O 

衆議院会議録 O 

参議院 会議録 O 

計 14 6 6 

寄贈逐次刊行物

(阻和 54年度から受入れ)

分 類 区 分 タイトル数

図 書館関係 2 4 

郷土資料関係 9 4 

地方公共団体関係 8 

政府 刊行 物関 係 84 

学校紀要関係 5 2 

計 262 
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4. 行事

(1).本館児童室では、子どもと本との出合いを目的に児童図書に関した映画やかみしぱいの会を

開催した。

G 映画のつどい

5月 14日

7月 20日

1 1月19日

3月 12日

「おじいさんと不思議な贈り物」

「しあわせの王子」

「ムシムシ海へ行く」

「みにくいあひるの子J

「海ひ乙山ひ乙」

「子鹿の冒険」

「かんいりオタマジャクシ」

「一寸法師」

。としよかんクリスマスの会(かみしばいとゲームのつどい)

1 2月 22日

。かみしぱいの会

(2) 図書館職員研修

f3びきの乙ぶた」

「シンデレラ姫」

「オニと花嫁」

〈以上かみしばい)

毎週水曜日 午後3時から 3時 30分

5 0名

80名

3 0名

6 9名

5 8名

府民が求める情報と図書館の資料を結びつける仲介者としての図書館職員には、専門的主主知

識と高度な技能が要求される。当府立図書館では、京都府図書館等連絡協議会と共催で、府

下公共図書館、公民館図書室等に勤務する職員を対象に、下記研修会を開催した。

月 日 研修 テ ーマ t誇 師 ノ~玄 場 参加者

子どもが好きとZ本づくりを通 修学院子ども文庫 人

9月28日
じて考え合った ζ とについて 中原 く に 子 氏

京都堀川会館 4 0 

児童図書の選摂について 大阪市立図書館

沢田種治氏

図書館と子どもたち 映画(日本図書館協会製作)

11月15日 わたしと絵本 児童文学作家 同 上 1 5 0 

渡辺茂男氏

2月18日 図書修理の実務について 加藤之久氏
長岡京市立

5 0 
公民館

分類盤理の理論 同志社大学教授

3月25日
青木次彦氏 京都社会

福祉会館
40 

分類の実務 府立総合資料館資料主任

竹中婿雄氏
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5. 経 費

昭和54年度末における経費(図書館費)は次のとおりである。

費 目 金 額 割 it 備 考

1 人 件 費 1 5 9，3 1 0 千司 6 6.9売

2 図書館資料費 1 6，770 7.0 

〈図 書 費) ( 1 4，950 ) 6.3 ) 

r- (定期刊行物費) 1，820 ) 0.7) 

3 その他経費 1 4，4 5 2 6.2 

4 臨時的経費 47，444 1 9.9 護縮理長官
計 237，976 100 

館別図書館資料費内訳

よ~ご 図 書 費 定期刊行物費 計

本 館 8，03O T世 1，040 千旬 9，070 
千四

F帆 伏 見 分 館 1，0 20 360 1，380 

中 京 分 館 800 360 1，160 

地 方 3 分館 1，290 60 1，350 

自動車文庫 1，490 1，490 

貸 出 文 庫 320 320 

巡 回 文 庫 2，000 一 2，000 

計 14，950 1，820 16，770 
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6. 組織
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織
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伏 見 分 館 4 (3) 一一一ー分館の運営

中 京 分 館 3 (2) 一一一分館の運営

峰山地方分館 1 (1) 一一一分館の運営

宮津地方分館 1 ( 1) 一一一分館の運営

北桑田地方分館 1 (0) 一一一分館の運営

7. 施設の概要

館 名 施 設 の 概 要 館 名 施 設 の 概 要

敷 地 3，745.1 2111 
専有面積 72.00111 

建 物 2，6 3 3.5 0 111 
峰 山

地方分館 木造2階建
構 造

〈峰山町公民館)
本 館 構 造 木造レンガ造3階建

建築年 明治位年 建築年

閲覧室 132席
〈昭和25年) 庁舎の

峰山町7 月
所有〈明治31年) 収 容 新聞雑誌室 24席

4 月
児童室 30席 専有面積 52.95111 

宮 津
敷 地 874.01111 地方分館 構 造

鉄筋コンクリート2階建
(富津市立図書簡19)

建 物 335.53111 
伏見分館 建築年 昭和46年

構 造 木造平屋建
(昭和25年 ) 

庁舎の
建築年 昭和29年

6 月
所有

宮津市

(昭和25年)
収 容 閲覧 64席 専有面積 136.08111 2 月

北桑田
専有面積 1 58.00111 地方分館 構 造 鉄筋2階建

中京分館 構 造 ヂ需品長会善三島幸
建築年

建築年 昭和40年
(昭和27年 ) (昭和24年 ) 庁舎の

京北農業協同組合6 月 収 容 閲覧 33席 7 月
所有

制 ( )は開館年月
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F凧

8. 利用案内(昭55.5. 1現在)

(1)所‘在地一覧

館 名 所 在 地 電 話 郵便番号 備 考

本 館 京都市左京区岡崎成勝寺町9
771-0069 

606 
771-2450 

伏見分館 京都市伏見区瀬戸物町 746 601-9148 612 

中 京 分 館 京都市中京区富小路二条上ル 211-5728 604 

峰山地方分館 中郡峰山町字杉谷 07726-2-5100 627 
55.4.19より
左記へ移転

宮津地方分館 宮津市鶴賀 07722-2-2730 626 

北桑田郡京北町大字
※北桑田地方分館 上弓削小字弾上 07715-4-0120 601-05 55.3.31閉館

(2) 開館時 間

館 名 開館時間 備

閲覧室・新聞雑誌室 月~土 9.30 - 1 9.0 0 
本 館

児 童 室 月~土 1 3.0 0 - 1 7.0 0 

市内分館 伏見 . 申京 月~土 1 2. 0 0 - 1 8. 0 0 

月~金 9.00 - 1 7.00 

地方分館 峰山・宮津・北桑田

土 9.00 - 1 2.00 

(3) 休館日

-国民の祝日に関する法律〈昭和 23年法律第 178号)に規定する休日

.日曜日

・1月 2日から同月 48まで及び 12月27日から同月 31日まで

.毎月の月末日

・特別盤理期間(特に館長の定める期間)
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